
議 録

会　議　の　名　称 ��平成2°7年度第2回川島町学校給食センター運営委員会 

開　催　日　時 ��平成28年3月17日（木）午後2時00分～2時40分 

開　催　場　所 ��川島町学校給食センター会議室 

議　　題 ��（1）会議録署名委員の指名について 
（2）平成27年度学校給食実施状況及び栄養摂取状況について 

（3）平成28年度学校給食実施予定回数について 

（4）平成28年度川島町学校給食費特別会計当初予算について 

公開・非公開の別 ��公　開　・非公開・　二部非公開 

非公開の理由 （非公開の場合のみ） �� 

出 �委　　　員 �第1号委員　笛木　哲、鍋谷正則、関口昭彦、蓮見重人、 

中島豊吉、大野喜裕、神山晴光 
‘第2号委員　久米友江、小山理江、菅原友美、馬場孝子、 

漆山知恵美、小林里美、白旗彩子 

席 ��第4号委員　関井秀明 

者 ��第5号委員　尾崎宗良 

第6号委員　山口扶由子 

事務局職員 �教育長：中村正宏、副教育長兼教育総務課長：粕谷克己 
学校給食センター：竹越主任、戸口栄養教諭、木島栄養教諭 

配 �次第 
資料1　委員名簿 

‾布 �資料2　川島町学校給食センター運営委員会規則 

資 �資料3　平成27年度学校給食実施状況及び栄養摂取状況 

料 �資料4　平成28年度学校給食実施予定 
資料占　平成28年度学校給食費特別会計当初予要害 

審議会等の内容・概要 

1　開　　‾　会　　粕谷副教育長 

2　委嘱状交付　　新委員の机上に配布 

3　あいさつ　　　蓮見委員長、中村教育長 

4　議　　　事 

（1）会議録署名委員の指名 

・蓮見委員長より、中島委員及び笛木委員を指名し決定した。 

（2）平成27年度学校給食実施状況及び栄養摂取状況について（報告） 

・平成27年度1・2学期に実施した小中学校の給食の平均給与栄養量について 

事務局より説明。川島町の学校絶食の特色として①地域で食青をすすめている。 

②子どもたちの給食への関心が高い。③食べ終わってからの食器収納のマナーがよい 

などがあげられました。 

≪質疑なし≫ 

（3）平成28年度学校給食実施予定について 

給食の実施につきましては、各学期ごとの始業式より2日後から、終業式より2日前ま 

でとなります。なお、第2学期の始まりが9月1日からと変更になったため平成写7年 

会



度と比較し、6回減の186回となることを事務局より説明する。

≪質疑なし≫

（4）平成28年度学校給食費特別会計当初予算ついて

児童生徒数の減少により、歳入・歳出とも平成27年度よりも1，700千円減少となる

ことを事務局より説明する。

≪質疑なし≫

5　その他

①【事務局】平成28年度の栄養士の配置にづいて

川島町は、平成27年度まで児童生徒数が1500人以上いたため、埼玉県職員の

栄養士が2名配置となっていました。しかし平成28年度からは、1500名を割り込

むため、1名となります。そのため、現在進めている食青や給食管理の体制が維持でき

るように町の臨時職員を1名配置し、従来どおり2名体制とすることを事務局より説明

する。

≪質疑なし≫

②【事務局】牛乳パック等の処理について

平成27年度までは、牛乳パック等は納品していた業者が回収していましたが、平成28

年度からは業者は回収をしないので、各学校において牛乳パック等は開封・洗浄し一括し

て給食センターで環境センターへ運ぶ。

【委員】牛乳パック等の処理について、飲み残しの牛乳について排水してよいか見解を問

う。

【事務局】飲み残しの牛乳について、排水しても問題ないことは確認済ですが、あらためて

回答する。

③【事務局】米の品種変更について

平成27年度の給食で使われたのは川島産キヌヒカリでしたが、川島ではコシヒカリが

一番多く生産されているので、平成28年度からは、川島産コシヒカリを使用すること

を説明する。

≪質疑なし≫

④【事務局】マイナンバーの登録について

マイナンバー制度の開始に伴い、税務署等に送付する給与支払報告書と支払調書にマイナン

バーを記載する必要があることを説明する。

≪質疑なし≫

【委　員】1・2学期の平均給与栄養量では食塩が多くて食物繊維が少ないとの意見があり。

【事務局】　今後の課題とさせていただくことにします。

9　閉　　　会　　　白旗副委員長、粕谷副教育長

屠　蘇、沓
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